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1. 学年を通した言語活動の配置と構成
　－学年ごとの目標の明確化－

まずは，2006（平成 18）年度版 NEW CROWN

の言語活動の配置と構成について，全学年を通して

見ていく。活動の中心は，1年では，「自分のこと

や自分の気持ちを説明すること」および「身の回り

のできごとを説明すること」，2年では「事実を報

告すること」および「物事についての判断をするこ

と」，3年では「様々な考えや意見を述べること」

となっている。これらは英語力の発達段階や中学生

の興味を考慮して段階的に構成されたものである。

各課の後半に用意されている DO ITは場面と機

能を結び付けたコミュニケーション活動のセクショ

ンであり，LISTEN / TALK / WRITEという活動から

成る。ここでは，スペースの関係もあるので，LISTEN

とWRITEの構成を見てみよう。まず，LISTENは

次のような具合である。

DO ITのWRITEは年間に２度ほどのやや大仕掛

けなタスクとなっている。これも順に見ていく

と，１年では，「自己紹介をしよう」，「カードを書

こう」，２年では「将来の夢は日本語教師です」，「ホ

ストファミリーへの Eメール」，3年では「『扇子』

を説明してみよう」，「一番の思い出は？」と展開し

ている。また，このようなやや大掛かりなタスクも

その中でステップを踏んでおり，STEP 1は「モデ

ル文を参考に，どのようなことを書くかを考える」

段階，STEP 2は「モデル文の下線部を自分のこと

にかえて書く」段階となっている。また，「選択的

な学習」として TRYが用意されている。

このような段階的な構成は，いわゆる本文にも反

映されている。たとえば，1年 3課や 7課の Show 

and Tellに始まった活動は，2年 5課の Speechに

引き継がれ，そして，3年 5課の Presentationに発

展している。また，内容的にも，調べ学習は，2年

７課（How Can We Find Out?「ヒート・アイラン

ドについて調べました」）から 3年 5課（Places to 

Go, Things to Do「あなたはどこへ行きたいです

か？」）へと発展している。

2. レッスンの構成
　－プレ活動からDO IT へ－

2-1. プレ活動

ここでは，標準的なレッスンの構成を説明する。

まず，レッスンの本文に入る前には，プレ活動があ

る。これは，本文の内容に関連のある写真などを見

せることで，いわゆるスキーマを活性化することに

なる。スキーマを活性化するとは，生徒があらかじ

め持っている背景的知識を本文に入ったときに自然

に利用できるように準備しておくことである。この

英語を「使う」ために
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特 集 英語を使う技能の育成

目標 活動例

1
年

初歩的な英語の情報

を正しく聞き取る

「ALTや友だちの自
己紹介」や「留守番

電話のメッセージ」

などの聞き取り

2
年

初歩的な英語を，場

面や状況に応じて適

切に聞く

「ニュース放送」や

「案内放送」などの

聞き取り

3
年

話し手の意向を理解

したり，理解できな

い部分を推測で補っ

たりしながら聞く

「物語」や「インタ

ビューのやり取り」

などの聞き取り
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基本的な役割がスキーマの活性化であるが，それ以

外にも，これによりトピック関連語句の復習をして

おくことにもなる。ここでの活動形態としては，教

師による Oral Introductionや Oral Interactionが考

えられるが，指導用の CDにも Oral Introductionが

用意されている。なお，これらの活動は，写真や絵

などがあることでかなりやりやすいはずである。こ

のような準備を行ったあとで，本文に入ることにな

る。

ここでは，2年７課の How Can We Find Out? の

プレ活動を見てみよう。このレッスンの扉ページに

は上のような写真が掲載されている。その下には，

次のような質問が投げかけられている。

・What do you see in this picture?

・Is the building different from other buildings?

授業では，このような質問を教師が生徒に直接投げ

かけてもいいし，CDのプレ活動部分の音声を聞か

せてもいいだろう。録音されている音声は次のよう

なものである。

Look at this picture. It is a beautiful park. Rice 

is growing in it. Trees are grown in it. Do you 

see something strange about the park?　

Yes. It is on a building. But, why is there a 

park on a building? Why are rice and trees 

growing on a building?

もちろん教師自身が問いかける場合は，これが内容

への Oral Introductionや Oral Interactionとなる。

このような活動を通して，生徒は自分も今までに

このような屋上を見たことがあることや，このよう

な屋上は地球温暖化防止のための工夫のひとつであ

ることなどを思い出すかもしれない。また，こうし

た具体的な知識や経験を持たない場合でも，このよ

うな光景を不思議に思ったりするだけでも，本文を

読む準備は十分できていると考えられる。

2-2. CHECK IT

本文に入ったところには，各セクションのター

ゲットとなる文型が用意されている。このキー・セ

ンテンスは CHECK ITにおいて利用され，その内容

は星印のついた絵で示されている。CHECK ITの「q

聞いてみよう」では，まず英文を聞いて内容に合っ

た絵を選ぶことになる。ここで聞き取る文は，新出

文法事項を除きすべて既習のものである。このため，

新出文法事項の意味を既習語と絵を手がかりに推測

することができるようになっている。

こうして意味を確認したあとの「w話してみよ
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う」には，いわゆる文型練習が用意されている。こ

こでは，キー・センテンスをリピートしたあとで，

入れかえる単語が cueとして流れてくるので，そ

の部分を入れかえることになる。ただし，この文型

練習は従来の機械的なものとは異なり，絵があるた

めに，文の意味を考えての発話練習となっている。

したがって，この練習には，パターン・プラクティ

スに対して以前あったような「意味もわからずただ

口を動かしているだけ」というような批判はあたら

ないのである。

近年ともすれば「通じればいい」というような授

業を見かけることがある。しかし，基礎のないとこ

ろで，応用練習ばかりしていても力は伸びていかな

いのである。ここでの練習は，野球で言えば，素振

りやトス・バッティングにあたる。「型」を意識して，

それが自然とできるようになるまで練習するのであ

る。今後は，このような口頭練習で，基本文型の定

着を図っていくことが重要である。

2-3. USE IT

こうして築いた基礎の上に，教科書本文のあとに

は USE ITでの練習が用意されている。USE ITの

活動は，すべて各セクションおよび CHECK ITに

対応している。CHECK ITで言語形式（language 

form）の訓練を行うことにしたことで，USE ITで

はより言語使用（language use）または意味に重点

が置かれたタスクを作成することができ，その結果，

その 2つの役割が明確になった。USE ITでは，文

脈が用意されており，基本的には生徒が自分で話す

内容を決定したり，必要な情報を聞き取ったりする

ようになっている。とりわけ，話すことにおいては，

なるべく自己表現となるようなタスクが設定されて

いる。さらに，対話型のタスクもここに多く用意さ

れている。

引き続き 2年 7課の USE ITを見てみよう。この

課の USE ITは，1つの表をすべての活動に用いる

ようになっている点が，他のレッスンと異なるが，

それ以外の基本的な作成の原則は同じである。

話す活動である 1では，表を見ながら，生徒が

自分で選んだ 2都市の特定の月の平均気温を比較

して，その内容を英語で言ってみることになってい

る。たとえば，表の中のシドニーとカイロの 1月

の平均気温を比べて，

Sydney is hotter than Cairo in January. 

というように言うのである。ここでは，比較級を使

うという枠はあるものの，意味のある文脈の中でそ

のタスクを行うことになる。また，聞くことを中心

とした 3［2］では．情報を聞き取ってメモをとる
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活動になっている。ここでは単に情報を聞き取るだ

けではなく，自分の予想とのマッチングを行うので，

生徒は積極的に聞くことが期待される。スクリプト

は次のようになっている。

Hello, everyone. Travel experts will tell us 

about some popular places to visit. We’ll 

hear about Tokyo, New York, Sydney, and 

London.

Come to Tokyo. April is the most popular 

month for visiting Tokyo. It’s sometimes cold 

in April. But you can enjoy looking at sakura, 

or cherry blossoms. They’re beautiful.

New York is ….                             （以下略）

2-4. THINK ABOUT IT

USE ITのあとには，本文の内容を振り返る

THINK ABOUT ITが用意されている。英語学習を

単なる英語の知識や技能の習得に終わらせないため

にも，本文のメッセージについて考える場として，

ここは重要である。2年 7課では，「久美とポールは，

ヒート・アイランド現象についてどのように調べた

か，書いてみよう。また，もしあなたがこの調査を

するとしたらどんな調べ方をするか考えて書いてみ

よう。」となっている。ここでは，生徒は単に内容

を振り返るだけでなく，積極的に考えることになる。

2-5. DO IT

最後の DO ITでは，内容的に本文とゆるやかな

関連を持たせながら，特定の言語機能や表現に焦点

をあてたタスクが用意されている。また，ここでは

言語機能や表現は新しい学習事項であるが，それ以

外は既習事項が用いられており，これまでに生徒が

学んだ知識を統合して行う活動となっている。その

タスクは TALK / LISTEN / WRITEの 3つがあるが，

とりわけリスニングの活動を大幅に増強している。

2年 7課に続く TALK 6では，部屋が寒いので窓

を閉めてもらうように依頼する表現とその答えを

扱っている。

Ken: Will you close it?

Ratna: Sure. / I’m sorry. I can’t. I’m busy now.

また，LISTEN 6では，本文の内容である「調査」

に絡め，アンケート調査について聞き取ることに

なっている。

2 年 DO IT – LISTEN 6

3. 縦糸と横糸

各レッスンは，目標とする言語材料や題材が確実

に身につくような構成となっている。それは，決し

て単なる練習の羅列ではなく，有機的に結びついた

積み上げになっているのである。これはいわば横糸

であるが，縦糸にあたるのが，1年から 3年までの

3年間を見通した構成である。文法を中心としたシ

ラバスである中学校教科書の場合，一度出てきた言

語材料がなかなか次に出てこないというケースが少

なくないが，この教科書では，1年ごとにさまざま

な言語活動が積み上がるようになっている。こうし

て積み上がっていく中で，既習の言語材料を統合的

に繰り返し使うように設計されている。縦糸と横糸

でしっかりと編まれた英語の基礎力が NEW 

CROWNの提供する英語力と言えるだろう。


